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私が、はじめて臓器提供の症例に出会ったのは、１０数年前の２次病院でした。若い男

性が縊頚（いけい）をしているのが発見されました。自己心拍再開はしたものの、意識が戻

る可能性はありません。人工呼吸器のついた息子の脇で母親はずっと彼を見つめていました。

この世の悲しみをすべて背負ってしまったかのようで、かける声すらみつかりません。数日

後、彼の自発呼吸が止まり、瞳孔が散大しました。

母親に、臓器提供の道が残っているかもしれないと告げると、こちらが予想をしないほど

の反応で、大賛成してくれました。母は気持ちを切り替えることができました。表情も明る

くなり、アルバムを病室に持ち込んで、息子にあんなことやこんなことがあったねと話しか

けていました。臓器摘出のあと、母は晴れ晴れとした表情で、息子とともに帰宅しました。

息子の臓器が人助けになったこと、臓器がどこかで生きているということが母の心の支えに

なったのです。母の気持ちの変化は劇的で、もしあの時臓器提供がなされていなかったら、

母はおそらく一生大きな心の傷を癒すことはできなかったと思います。

病院としても、私個人としてもわからないことだらけでしたが、コーディネーターのおか

げで、経過はスムーズでした。その後、彼に関わった看護師の中で２人がコーディネーター

になってみたいと言い出したのですが、それだけインパクトが大きかったという証です。

たくさん臓器提供を経験すると、いろいろなことを感じます。たとえば脳波についてです

が、果たして高感度脳波は必要なのか、ノイズと見分けがつかないレベルのものが本当に必

要なのか。また全国各地での臓器提供施設での医師の取り組みはどうなのかなどです。日本

の遅れた脳死下臓器提供を何とか前進させることができたら、うれしいです。

～財団の活動・運営にご協力ください～

特別寄稿「臓器移植との関わり」

当財団では、一人でも多くの患者さんが移植を受けられるよう、県、市町村、患者団体等と連携し、臓器移

植に関する知識の普及啓発等に取り組んでまいりました。

財団の活動は基本財産の運用益と皆様からの善意の賛助会費や寄付金で行っております。財団の安定的

な活動・運営のため、引き続き、皆様の御協力をお願いいたします。

★賛助会費(年会費) 口座番号　00500-4-76919

法人1口 10,000円 公益財団法人新潟県臓器移植推進財団

個人1口  1,000円 第四北越銀行　新潟県庁支店

普通口座　237932

公益財団法人新潟県臓器移植推進財団

賛助会加入及び寄付の方法

銀行振込
の場合

郵便振替
の場合

※当法人に賛助会費や寄付金を納められた方は税額
控除されます。領収書が必要な方はご連絡ください。
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